
 
 

 

令和８年４月１５日 

消 防 庁 

 

消防防災科学技術研究推進制度の令和８年度研究開発課題の募集 

 

１．募集期間 

令和８年４月１５日（水） ～ 令和８年５月１８日（月）正午まで 

 

２．対象とする技術 

「消防技術戦略ビジョン」において定める５つの重点分野に関する技術について募集

します。 

重点分野の技術イメージは別紙のとおりです。 

 

   【重点分野】 

（１）AIの活用による高度な判断支援 

災害現場等の状況を即時に分析し、迅速・的確な判断を支援することで、被害の最

小化と活動の効率化を図る技術。 

（２）ロボット・ドローンの活用による活動可能範囲の拡大 

現実世界でロボット等を動かす「フィジカルAI」の活用などにより、危険な場所で

の活動を代替し、隊員の安全を守りながら、持続的な消防活動を可能にする技術。 

 

南海トラフ巨大地震や首都直下地震などの大規模地震を想定した災害対応力の強化、風

水害等をはじめとする災害の激甚化・頻発化、社会経済活動など消防を取り巻く環境への対

応を図っていくため、消防分野において新技術の研究開発・実用化や現場導入を推進してい

く必要があります。 

このことから、消防庁では、外部有識者と消防関係者から構成する「消防技術戦略会議」

を開催し、今後、消防庁として重点的に取り組む研究開発のテーマと、その推進に向けた取

組の方向性をとりまとめた「消防技術戦略ビジョン」を策定しました。 

「消防防災科学技術推進制度」（競争的研究費）については、「消防技術戦略ビジョン」

において定める５つの重点分野に関する技術について、継続的に研究開発課題のテーマを

掲げ、研究開発課題の公募を行い、重点的な研究開発委託を行うことといたしました。 

これを踏まえ、令和８年度に実施する研究開発課題を募集しますので、お知らせします。 



 
 

（３）人間拡張技術の活用による個人の能力向上 

身体・認知機能の補助、災害状況に疑似体験を通じた経験の補填により、過酷な環 

境下でも消防隊員等が安全かつ持続的に活動できる能力を強化する技術。 

（４）IoT技術の活用による連携体制の強化 

関係機関と情報をリアルタイムで共有することで、迅速な判断、安全管理、効率的

な活動を支援する技術。 

（５）CBRNEテロや災害等への備えなど被害の軽減 

CBRNE テロや、大規模な地震・林野火災など昨今の災害等を踏まえ、必要となる技術

の研究開発及びその運用を通じて、被害を軽減する技術。 

 

３．応募方法 

公募要領（https://www.fdma.go.jp/mission/develop/develop001.html）に従い、府省

共通研究開発管理システム（e-Rad）により申請を行ってください。 

 

◇資料◇ 

別紙 重点分野の技術イメージ 

 

 

 

 

 

 ＜ 担当 ＞ 

  消防庁総務課技術戦略室 

 中嶋 ・ 関 ・ 鈴木 ・ 佐々木   

 Tel：03-5253-7541   

  Mail：gisei2_atmark_ml.soumu.go.jp 

※スパムメール対策のため、「@」を

「_atmark_」と表示しております。 

送信の際には、「@」に変更してください。  

ご応募お待ちしています！  



別紙



南海トラフ巨大地震や首都直下地震など大規模災害への対応

建物・企業災害の予防

指令業務の高度化

業務の効率化



人が近寄れない現場での要救助者捜索

人が近寄れない現場での活動継続



身体能力の増強視覚・聴覚の拡張

経験の補填 体験の共有



消防機関と施設管理者との連携 消防隊員同士の連携

消防機関と医療機関との連携消防分野の技術を有する企業と
消防以外の分野の技術を有する企業との連携



大規模林野火災などを早期に抑制する消火薬剤 市街地火災や林野火災のシミュレーション技術

消防ヘリの活動能力の向上CBRNEテロ等による災害への
対処能力の向上

資機材・車両の改良・開発



リチウムイオン電池など新たな製品等に対応した消火技術

消防技術の社会実装に必要な合意形成に関する技術

環境規制に適合した高性能な消火薬剤

ドローンなど新たな技術を活用した点検技術
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